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ひきこもり等に関するアンケート調査結果について

障がい福祉課

１ 調査概要

（1）目 的

本県では、平成３０年度に民生委員・児童委員を対象に、ひきこもりに関するア
ンケート調査を実施したところであるが、当該調査から３年が経過していることか
ら、再度調査を実施し、コロナ禍の影響も踏まえた現在の実態を把握することによ
り、より効果的なひきこもり支援策を検討するための資料とする。
また、調査結果は市町村等と共有し、地域における支援体制の強化を図る。

イ 調査基準日 ： 令和４年９月１日
ウ 調査方法 ： 県内全ての民生委員・児童委員２，２８１名に対するアンケート調査
エ 主な調査項目
・ 受け持ち地域内の該当者数
・ 基本情報（性別、年齢、家族構成等）
・ ひきこもりの状況（経緯、期間等）
・ コロナ禍の影響

オ 回答数（回答率） ： １，３７０人（６０．１％）

（2）調査内容

① 民生委員・児童委員を対象とした実態把握調査

ア 調査対象
おおむね１５歳から６５歳までで、次に該当するような「ひきこもり等の状態にある方」

・仕事や学校に行かず、かつ家族以外の人と交流をほとんどせずに、６ヶ月以上続けて自宅に
ひきこもっている状態の方

・仕事や学校に行かず、かつ家族以外の人と交流はないが、時々（会話を必要としない）買い
物などで外出することがある方
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② ひきこもりの当事者や家族等を対象とした支援ニーズ調査

ア 調査対象
ひきこもりの当事者又は経験者及びその家族（広く回答者を募集）

イ 調査期間 ： 令和４年１１月～令和４年１２月
ウ 調査方法 ： インターネット及び紙媒体を活用したアンケート調査
エ 主な調査項目

・ 日常生活における不安
・ 心配事や悩みの相談相手
・ 支援機関に求めるもの
・ 必要な支援

オ 回答数 ： ひきこもり当事者及び経験者 ５９人、 家族 １３０人

（2）調査内容

２ 調査結果のポイント

（１） 調査により把握できた「ひきこもり等の状態にある方」の該当者は、６００人であ
り、回答方法が異なることから一概に比較はできないが、平成３０年度調査結果
（６０１人）とほぼ同数であること。

（２） 該当者の年代別状況では、中高年層（４０歳から６５歳）が６５．８％を占め、
平成３０年度調査結果（５９．９％）より５．９ポイント上昇し、高年齢化が認めら
れること。

（３） ひきこもり状態にある期間は、１０年以上が最も多く３４．８％であり、平成３０
年度調査結果（２８．６％）より６．２ポイント上昇し、長期化の傾向が認められる
こと。

（４） ひきこもり当事者及び家族等が必要とする支援は、身体・精神面についての専門機
関への相談や生活費についての相談、就労に向けた準備に対するニーズが高くなって
いること。

3

4



3

１ 民生委員・児童委員を対象とした実態把握調査

（１）該当者の人数

本調査により把握できた該当
者の総数は、６００人となっ
ている。
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（単位：人）

H30：合計601人

R 4：合計600人

（２）該当者の性別

男性,394

人65.7％

女性,118人

19.7％

未回答,88名

14.6％

男性 女性 未回答

R4

該当者の性別は、男性が３９４人（６５．７％）、女性が１１８人（１９．７％）となっており、男性が女性の
３倍以上となっている。
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（３）該当者の年代別状況
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（単位：人）

H30
R4

年代別では、４０歳代が１６１人
（２６．８％）と最も多く、次に５０歳
代が１４２人（２３．７％）となってい
る。中高年層（４０歳から６５歳）が
３９５人（６５．８％）と若年層
（１５歳から３９歳）１６５人
（２７．５％）を上回っている。

（４）該当者の家族構成（複数回答）
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（単位：人）

H30

R4

家族構成では、母親と同居している場
合が最も多く３５４人（５９．０％）
次いで父親が２１０人（３５．０％）
となっており、親との同居が多い。
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（５）該当者のひきこもり状態にある期間

1年未満,25

人4.2％
1年以上３年

未満,63人

10.5％

3年以上5年

未満,66人

11.0％

5年以上10年

未満

71人,11.8％

10年以

上,209人

34.8％

わからない・未

回答

166

人,27.7％

1年未満 1年以上３年未満

３年以上５年未満 ５年以上10年未満

10年以上 わからない

１０年以上ひきこもっている状態にある人が、２０９人（３４．８％）で最も多く、次に５年以上１０年未満が
７１人（１１．８％）となっている。
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（６）ひきこもりに至った経緯（複数回答）
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その他

わからない

性格

本人の疾病

家族関係の問題

就職したが失業又は離職した

就職できなかった

不登校

受験 （単位：人）

H30

R4

「わからない」が２０３人（３３．８％）と最も多い。経緯がわかるものの中では、「就職したが失業又は離職し
た」が１４０人（２３．３％）と最も多く、次に「本人の疾病」１０２人（１７．０％）となっている。
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（７）コロナ禍の影響（ひきこもりの数）

増えたと感じる,58人

4.2％

どちらかというと増えた

と感じる

240人,17.5％

どちらかという

と減ったと感じ

る

１人,0.1％減ったと感じる

1人,0.1％

変わらない,231

人

16.9％わからない,426人

31.1％

未回答,413人

30.1％

増えたと感じる どちらかというと増えたと感じる
変わらない どちらかというと減ったと感じる
減ったと感じる 分からない
未回答

「増えたと感じる」「どちらかというと増え
たと感じる」が２９８人（２１．７％）
「変わらない」が２３１人（１６．９％）と
なっている。

（８）コロナ禍の影響（地域の状況の把握）
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近隣の人からの情報

家庭訪問の回数

家族からの相談

増えた 減った 変わらない 未回答

回答があったものでみると、「家族からの相談」、「近隣の人からの情報」については「変わらない」が高い割
合を占めているが、「家庭訪問の回数」については「変わらない」と「減った」がほぼ同じ割合を占めている。
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２ ひきこもりの当事者や家族等を対象とした支援ニーズ調査

（１）日常生活において不安に思っていること（複数回答）
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収入・生活資金

（単位：％）

本人 家族

本人、家族ともに、「収入・生活資
金」がそれぞれ５５．９％、
４２．３％と最も高く、次いで、本
人は「生きがい」が１８．６％、家
族は「家族の健康」が２３．１％と
なっている。

（２）日常生活の心配事や悩みを相談する人（複数回答）
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39.0

0 10 20 30 40 50 60

その他

誰にも相談しない

ネット上の知り合い

県・市町村などの人

精神科医

カウンセラー

職場の人

学校の先生

祖父母

配偶者・パートナー

友人・知人

兄弟姉妹

親

(単位：％)

本人 家族

本人は「親」への相談が３９．０％
で最も高く、次いで「誰にも相談し
ない」が３２．２％となっている。
家族は、「配偶者・パートナー」が
５６．９％、次いで「友人・知人」
が３１．５％となっている。
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（３）関係機関への相談希望

20.0

15.3

41.5

18.6

26.2

35.6

12.3

28.8 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族

本人

非常に思う 思う 少し思う 思わない 未回答

相談希望のある方は「非常に思う」「思う」「少し思う」を合計すると、本人は６９．５％、家族は
８７．７％となっている。

（４）支援機関や医療機関の利用状況

57.7

67.8

42.3

32.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族

本人

ある ない

支援機関や医療機関を利用したことがある人は、本人が６７．８％、家族は５７．７％となっている。
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（５）相談したいと思う支援機関（複数回答）
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38.5

36.9

52.3

31.5

60.8

11.9

10.2

23.7

13.6

15.3

47.5

40.7

39.0

32.2

42.4

25.4

52.5
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どのような機関にも相談したくない

あてはまるものはない

自宅から近い

公的機関の人や医療の専門ではない民間団体など

自宅に話を聴きに来てくれる

無料で相談できる

匿名で相談できる

同じ悩みを持つ人と出会える

精神科医がいる

心理学の専門家がいる

医学的な助言をくれる

親身に聴いてくれる

(単位：％)

本人 家族

本人、家族ともに「親身に聴いてくれる」がそれぞれ５２．５％、６０．８％と最も高く、次いで「無料で相談
できる」がそれぞれ４７．５％、５４．６％となっている。

（６）必要な支援（本人）
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族（親、兄弟姉妹）への支援

法律相談

周囲へのひきこもりに関する理解促進のための普及啓発

ひきこもりを解決した事例や体験談の紹介

ひきこもりについての学習会・講座

定期的（又は不定期）な訪問相談の機会

身体・精神面について専門機関への相談

生活費についての相談

気軽に立ち寄れる「居場所」や相談できる「家族会」

就労に向けた準備、アルバイトや働き場所の紹介

SNSを使った相談支援

電話、手紙、面談などによる相談支援

強く必要としている やや必要としている どちらでもない あまり必要としていない 全く必要としていない 未回答

「強く必要としている」「やや必要としている」を合わせると、「生活費についての相談」が５４．２％と最も高
く、次いで「身体・精神面について専門機関への相談」５２．５％となっている。

17

18



10

（７）必要な支援（家族等）

「強く必要としている」「やや必要としている」を合わせると、「身体・精神面について専門機関への相談」が
６３．１％と最も高く、次いで「就労に向けた準備、アルバイトや働き場所の紹介」５３．９％となっている。
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10

8.5
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26.9
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3.8

3.1
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族（親、兄弟姉妹）への支援

法律相談

周囲へのひきこもりに関する理解促進のための普及啓発

ひきこもりを解決した事例や体験談の紹介

ひきこもりについての学習会・講座

定期的（又は不定期）な訪問相談の機会

身体・精神面について専門機関への相談

生活費についての相談

気軽に立ち寄れる「居場所」や相談できる「家族会」

就労に向けた準備、アルバイトや働き場所の紹介

SNSを使った相談支援

電話、手紙、面談などによる相談支援

強く必要としている やや必要としている どちらでもない あまり必要としていない 全く必要としていない 未回答

19


	スライド 1: ひきこもり等に関するアンケート調査結果について
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19

